
グリーン・ツーリズム研修会 

運営の手引書 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年３月 

沖縄県農林水産部村づくり計画課 

北部地域１ 北部地域 2 

宮古地域 八重山地域 

与那国地域 与那国地域 

南部地域 中部地域 



  



はじめに 
 
本県の農山漁村地域は、これまで亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産

物の生産のみならず、豊かな自然のもと、美しい景観の提供、伝統文化の継承

など多岐にわたり重要な役割を果たしてきました。 
 
県では「沖縄２１世紀農林水産業振興計画」に基づき、農山漁村の多面的機

能の発揮と都市との交流による活性化を目指して「グリーン・ツーリズム等の

推進」に取り組んでいるところです。 
 
グリーン・ツーリズムとは、「緑豊かな農山漁村地域において自然、文化、人々

との交流を楽しむ滞在型の余暇活動」と定義され、県内においても農山漁村の

素朴な暮らし、情緒あふれる伝統文化、また亜熱帯特有の農林水産物を使った

食文化などの体験・交流が魅力となっています。特に修学旅行生を中心に交流

人口が増加傾向にあり、グリーン・ツーリズムの受け入れを万全なものとする

ことが、受け入れ側の実践者や事務局に求められています。 
 
このような中、県においては平成２５・２６年度「グリーン・ツーリズム支

援事業」において、グリーン・ツーリズムの課題を整理し、実践者の持続的な

資質向上（人材育成）を目的に、研修プログラムの検討、作成および各地区で

の実証研修会を開催するとともに、持続的な研修会の運営方法についても実践

者と意見交換などを行い、検討をすすめてきました。 
 
本手引書は、各地域のグリーン・ツーリズム事務局や観光協会等の団体が自

主的にグリーン・ツーリズム実践者の資質向上を図る研修会の企画・開催・運

営を行うためのものです。この手引書を活用し、持続的な研修・実習が円滑に

行われることで、地域全体が大きくスキルアップすることが期待されます。関

係各位がこの手引書をご活用いただき、沖縄ブランドのグリーン・ツーリズム

確立の一助になれば幸いであります。 
 
最後に、手引書の作成にあたり資料の提供等、ご協力をいただきました関係

者の皆様に対し、感謝申し上げますとともに、沖縄県の『ゆがふ「むら」づく

り』の実現に今後とも一層のご協力をお願いいたします。 
 

平成２７年３月 
沖縄県農林水産部村づくり計画課 

課 長    仲 村  剛 
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■グリーン・ツーリズムとは 

グリーン・ツーリズムとは農山漁村地域において自然、文化、人々との交流を楽し

む滞在型の余暇活動である。農村におけるグリーン・ツーリズムの例を下に示す。 
日帰り型、宿泊・滞在型等に分類される。日帰り型では、近隣、近郊、一日圏、宿

泊・滞在型では、短期（日単位）、長期（週単位）、定期的・反復的等がある。また、

農業・農村の関わりの深さにより複数のタイプがある。 
 

農村におけるグリーン・ツーリズムの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効  果 

 
 

  

近隣 近郊 一日圏
短期

（日単位）
長期

（週単位）
定期的・
反復的

日帰り型

（移動距離）

宿泊・滞在型

（移動期間）

農
業
・
農
村
の
関
わ
り
の
深
さ

農産物直売所での地元農産物の購入

イモ掘り、ミカン狩り等の観光農園の利用

農業公園の観入園

ジャムづくり、黒糖づくり等 農産物加工体験

サトウキビ刈り、大根収穫等 農作業体験

・自然とのふれあい

・大根収穫ツアー

・農業体験・農業知識の学習

・援農ボランティア

（ﾜｰｷﾝｸﾞﾎﾘﾃﾞｰ）

農家民宿、農家民泊、交流目的の公的施設

・郷土料理の賞味、地産地消、食育

・子どもの体験学習、体験型修学旅行

・農産物加工体験、農作業体験、農村生

活体験

市民農園の利用福祉農園 学童農園 滞在型市民農園

農産漁村側：農産漁村に都市住民が訪れることによって、交流人口の増加や農業外収入の向 
     上が期待され、農産漁村の活性化が図られる。また、宿泊・交流施設や特産品加 

  工施設等の整備によって、地産地消の促進と就業機会の拡大が図られる。 
都 市 側：都市住民が、ゆとりと安らぎの場として農産漁村に滞在することによって、心 

のリフレッシュが図られる。また、農林漁業体験を通じて農林水産業の重要性と 
その生産物について深く理解することができる。 



 

■研修会企画の流れ 

グリーン・ツーリズム研修会（以下研修会と呼ぶ）の企画開催にあたって、事前

に役割分担をする。約 1ヶ月半以前から反省会で出た意見や受け入れた学校の生徒、

旅行会社等からのクレーム等から課題をリストアップし、研修会テーマを決める。

また、受け入れ農家等に事前にアンケートやヒアリングを行い、研修で取り上げて

欲しいテーマを出してもらうのもよい。 

約１ヶ月前までに研修内容・日時を決定し、会場を確保する。講師を依頼する場

合、約１ヶ月前には選定し依頼をする。案内文書を作成し、配布を約１ヶ月前から

開始する。前日までに必要な資料を準備し、研修会開催に備える。 

 参考として、研修会までの流れを記入した作業工程表を次ページに示す。様式は

巻末の様式集に載せる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

企画スタート 

（開催予定日～約 1 ヶ月半前） 

1. 課題の抽出（～約 1 ヶ月半前） ……… P４ 

2.研修内容・日時決定 

（～約 1 ヶ月前） ……… P５ 

3.会場確保(予約等) 

（～約 1 ヶ月前） ……… P９ 

５.案内文書作成・配布（約 1 ヶ月前～） ……… P１３ 

★申し込みが少ない場合→電話で再度案内する（約 2 週間前～前日） 

４.講師役の選定等 

（約 1 ヶ月前） ……… P１１ 

★内部や外部から講師役を選定 

６.研修会テキスト等準備（約 1 ヶ月前～前日） ……… P１６ 

７.研修会開催 ……… P１７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業工程表記入例 

日付

60 60

59 59

58 58

57 57

56 56

55 55

54 54

53 53

52 52

51 51

50 50

49 49

48 48

47 47

46 46

45 45

44 44

43 43

42 42

41 41

40 40

39 39

38 38

37 37

36 36

35 35

34 34

33 33

32 32

31 31

30 30

29 29

28 28

27 27

26 26

25 25

24 24

23 23

22 22

21 21

20 20

19 19

18 18

17 17

16 16

15 15

14 14

13 13

12 12

11 11

10 10

9 9

8 8

7 7

6 6

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

当日 当日

★当日使用機材

の確認（リハーサル）

・各項目、着色されている期間までに終了させるのが望ましい。

（○時△△会議室）

作業工程表

1.課題の抽出 2.研修内容・日時決定 3.会場予約 4.講師役の選定等 5.案内文書作成・配布 6.研修会テキスト等準備

研　　修　　会　　当　　日

反省会・クレーム等見直し

（○時△△会議室）

研修テーマ決定会議 講師選定・依頼開始

会場予約開始

（担当：○○）

研修テーマ決定会議（予備日）

（担当：○○）

案内作成開始

配布先確認

（担当：○○）

案内配布開始

（申込みが少ない場合、

電話で案内開始）

資料準備開始

★講師の使用する資料が

届いてるか確認

（担当：○○）

★余裕をもって予定を書いて記入するとよい

★準備段階で気づいたことを書き込み、みんなで共有してもよい



 

1.課題の抽出 
（１）反省会やクレーム等からのリストアップ 

民泊終了後の反省会で報告があった課題や、民泊体験者や受け入れ農家、旅行会社等

からのクレームを整理し、課題を抽出し、研修テーマにする。 
受入報告書を作り、受入終了後、民泊体験者に記入してもらい、受け入れ中に気にな

ったこと、よかった点、反省点、事務局への意見を書いてもらい回収するのもよい。 
 

（２）事前アンケート 

受け入れ農家等に事前にアンケートを行い、研修で取り上げて欲しいテーマ、希望日

時、場所等を選定する。 
【テーマ例】 
 ・受け入れ家庭としての条件の目安 
 ・子どもたちにどんな話題をすればいいか 
 ・受け入れ家庭はお金をいただいてもいいのか 
 ・災害対策にはまず何が必要か 
 ・子ども特有の配慮事項はありますか 

など 
  



 

2.研修内容・日時決定 

1 を基に研修内容、日時、場所、開催規模を決定する。テーマについては「沖

縄らしく交流教育活動を行うための手引書(平成 26 年 3 月/沖縄県農林水産部村

づくり計画課)」の項目を参考にしてもよい。手引書は沖縄県農林水産部村づく

り計画課ホームページからダウンロードできる。日時は地域の行事と重ならな

いように配慮するなど、多くの人が参加できるように設定するようにする。 
 
 
 

沖縄らしく交流教育活動を行うための手引書 

(平成 26 年 3 月/沖縄県農林水産部村づくり計画課) 

http://www.pref.okinawa.jp/site/norin/muradukuri/ 

kassei/tebikisyo.html 

 
 
 
 
 
 

 
研修会には大きく分けて講義型と対話・体験型の２つがある。共にメリット・デメ

リットがあるためこれらを組み合わせてもよいが、その場合は時間が長くなるという

問題が起こる。 
講義型 対話・体験型

・講師が主体 ・参加者が主体
・レクチャーが中心 ・グループ・ワーク、実習が中心
・講師が提供する情報・知識を参加者が学ぶ ・参加者同士が探求し、共有していく
・伝えられる情報・知識が多い ・能動的になる
・運営面でコントロールしやすい ・理解度が総じて高くなる

・参加者同士が親密になりやすい
・受動的になりがち ・伝えられる情報・知識が少ない
・理解度にばらつきが出る ・運営面でコントロールしづらい

特徴

メリット

デメリット
 

 
 
 
 
 
 



 

講義型：グリーン・ツーリズム研修会 

 

対話・体験型：料理講習会 

 

対話・体験型：雨天時用体験講習（琉球かるた体験） 

    対話・体験型：体験プログラム作成研修会（現地踏査・グループワーク結果） 



 

対話・体験型の研修でグル―プワークを行う際は、スムーズに進行させるためにファシ

リテーター（進行役）を置くとよい。 
一人一人の意見を紙（付箋紙等）に書きだす方法を、ブレーンストーミングという。

出てきたアイディアは KJ 法等で分類し、まとめる。 
 

グループ型 講義型
ファシリ
テーター

・複数人必要 ・一人～

・グループ単位で進行 ・授業形式で進行
・一人一人の意見を紙(付箋紙等）に書いて集める ・一人一人の意見を紙(付箋紙等）に書いて集める。
・出てきた意見をKJ法等で分類し、全体像をつかむ 集めた意見はみんなが見えるように黒板などに貼る
・互いの意見を認め合い、否定しない ・出てきた意見をKJ法等で分類し、全体像をつかむ
・少人数なので、誰もが意見を言いやすい。 ・運営側が少なくても開催できる
・メンバー同士でコミュニケーションを取りやすい
・雑談が始まる場合がある ・大人数なので、意見を言いにくい。

・意見を言う人がかたよる。
・１対大勢なのでコントロールが難しい

特徴

メリット

デメリット

グループワーク

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【ファシリテーター】 

中立的な立場で、グループの進行状況を管理し、チームワークを引き出し、最大の成

果を引き出すように支援する役。 

【ブレーンストーミング】 

受講者が持っている知識や印象、アイディアをできるだけ多く引き出す、会議形式の

集団アイディア発想法。質より量を意識してアイディアを量産し、他人の考えは否定

せず、その考えに自分の意見を足したり、他のアイディアに乗っかり新しいアイディ

アを出す。 

【KJ 法】 

ブレーンストーミングで出された個別の意見を、意味が似ているもの、近いものをグ

ループ化し、そのグループを代表する簡潔な名前を付ける。グループ化された複数の

グループの関係性を矢印などで示すなどして、現状や問題、課題、解決策、期待され
る成果等、参加者全員の意見の全体像を視覚的に整理する。 

現状 1 

現状２ 

課題１ 

課題 2 

解決策１ 

解決策 2 

１．思い付いた意見をたく
さん書く。 

２．似たもの、近いものを
グループ化する。 

３．グループ名を付け関係性
を示し、全体像を把握する。 



 

KJ 法の整理例 

 
 

講義型の様子 

 

グループワークと発表の様子 



 

3.会場確保（予約等） 

会場の確保に関しては、他イベントと重なり会場が確保できなくなることがあるため、

早めに予約をする。概ねの日時、開催規模が決まり次第、仮予約をする。安価で設備の

よい会場は、予約受付の開始後すぐに予約が埋まる可能性があるので注意が必要である。

施設によっては、住んでいる地域・勤務地がある地域では安価で借りられるところもあ

るので、事前に確認しておくとよい。 
事務局内で、なにをポイント（価格、場所、規模など）にして借りるのか優先順位を

つけ、施設一覧表を作っておくと予約するときに便利である。 
  



 

  

施
設

一
覧

表
記

入
例

 



 

４.講師役の選定等 

（１）内部講師 

   「１．課題の抽出」により設定された研修テーマに対して、事務局内部や関係者等か

ら講師役が可能な人材を選定する。テーマが先に示した「沖縄らしく交流教育活動を行

うための手引書」の内容であれば、本テキストを活用し、読み合わせするなどの方法に

より行うことで、事務局等の地域内部から講師役を担ってもらうことが可能である。 
 
（２）外部講師 

研修内容にあった講師を外部から選定し、依頼する。開催予定の日時が決まり次第、

打診する。講師の依頼先は「グリーン・ツーリズム研修プログラム(平成 26 年 3 月/沖縄

県農林水産部村づくり計画課)」を参考にするとよい。講師が決まり次第、依頼文書を送

付する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グリーン・ツーリズム研修プログラム 

(平成 26 年 3 月/沖縄県農林水産部村づくり計画課) 

http://www.pref.okinawa.jp/site/norin/muradukuri/kassei/greenprogram.html   



 

 

依頼文書例 

  



 

５. 案内文書作成・配布 

2 で決まった研修会概要を記載した案内文書を作る。日時、会場、内容、申込み・問

合せ、主催については必ず明記する。 
 

案内文書イメージ例 



 

案内文の配布にあたっては、事務局や支部に受け入れ農家の個人専用の私書箱を設置

し、定期的に実践者が自主的に文書などを取りに来る仕組みを作ると事務局の負担が減

る。受入れ情報や研修会開催予定日を記載した年間行事予定表を配布する。年間行事予

定表の参考例を次ページに示す。 

私書箱設置イメージ例 

  

資料・手紙等を支部へ配布する 

週に 1,2 回程度、 

自主的に私書箱に 

取りに行く 

事務局に設置している 

私書箱へ資料・手紙等 

を入れる 



 

 

年
間

行
事

予
定

表
記

入
例

 



 

６.研修会テキスト等準備 

研修会で必要なテキストや機材等を用意する。申込みをしていない当日の飛び込み参

加者や、資料を余分に持ち帰りたいと言う参加者がいることがあるので、資料は申し込

み人数より多めに準備する。紙の節約のため、１枚に複数のスライドを印刷してもよい。

スライドにはあまり多くの情報は書かず、重要なことのみを書き、一目見てポイントが

分かりやすいようにするとよい。図表や写真を使うのもいい。資料を配布せず、パワー

ポイントを作成し用紙代を節約する方法もある。 
会場によって備え付けられている機材が異なるので、事前に施設管理者に確認する。

可能であれば、当日より前にリハーサルしておく。 

出力用パワーポイント例 



 

７.研修会開催 

（１）研修会開催 

当日会場へ持っていくものをまとめた持ち物リストを作成し、忘れ物がないようにす

る。持ち物リストの様式を巻末に載せる。 
運営担当者は時間に余裕をもって会場入りし、資料や機材の準備・確認をする。開場

前には準備を完了させる。時間に余裕を持ち、開始前にミーティングをする。問題が起

きた場合には、全員が対処できるように事前確認をする。時間内に終了できるように、

スムーズな進行を心掛ける。また事前に研修会に関するアンケートを配布し、研修会終

了後に回収し、今後の研修会の質の向上に役立てる。 

持ち物リスト記入例 



 

アンケート用紙例  



 

（２）反省会 

研修会で受講者に記入してもらったアンケートの意見、スタッフが気づいたことを報

告する。民泊終了後の反省会で報告があったこと、受け入れ中に起こったこと（よかっ

た点、悪かった点、ヒヤリ・ハット）を事務局で整理し、紙資料として配布し共有する

のとよい。よかった点は受け入れ農家全員で参考にして体験の満足度の向上を図り、悪

かった点は改善する。ヒヤリ・ハットについても具体的な対応策を行い、安全・安心面

の向上につなげる。振り返り学習することは、PDCA サイクルの C・A（評価・改善）

にあたる。 
 受け入れ農家ごとに研修会の受講状況を記録し、管理すると、受講率の悪い分野の研

修会への参加を促すことが可能になる。 
  

  

Plan 

（計画） 

Do 

（実行） 

Check 

（評価） 

Act 

（改善） 
PDCA 

サイクル 

【ヒヤリ・ハット】 

ヒヤリとしたり、ハッとするなど、危ないことが起こったが、幸い災害には

至らなかった事象のこと。このヒヤリ・ハットを集め、事前の対策と危険の

認識を深め、重大な事故を未然に防ぐことが必要。 

【PDCA サイクル】 

Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）の頭文字を並べ

た言葉。これらの項目を順に実施する。最後の Act で Check の結果から

最初の Plan 内容を継続・修正・破棄するか判断し、次の Plan に結び付け、

このサイクルを繰り返すことにより、品質の維持・向上および継続的な Plan

（計画）の改善をしていくことである。 



 

 

 

様式集 

 
★作業工程表 

★施設一覧表 

★年間行事予定表 

★持ち物リスト 

★研修会当日の流れ 
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